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大阪府農業会議の職眉も同行した平成27年度農地パトロール（南地区）

主　な　内　容

◎農地パトロールを実施、選挙人名簿に関するお知らせ　……（2）

◎野菜の見本市を初開催

◎第34回農業まつり開催報告　…………………‥＝………‥（4）

◎農産物品評会の開催、下限面街のお知らせ　……………・＝（5）

◎北河内地区都市農業啓発事業、農地の賃借料情報・＝……（6）

◎カレーに乗せてはいけない福神漬けの紹介　………………（7）

◎元気ファーマー訪問記⑫「高倉支部・谷田博延さん」……（8）

都市農地は大切な地域のオアシス
「ねやがわし農業委員会だより」は再生紙を使用しています。
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近隣住民や農地への迷惑を防止
農地の荒廃には改善指導徹底へ

平成27年度農地パトロール結果集計表

市街化 区域 �市街化 調整区域 �合　計 

無断転用 �件（筆）数 �1（1） �0（0） �1（1） 

面積（d） �1，456 �0 �1，456 

遊休農地 �件（筆）数 �3（3） �6（8） �9（11） 

面積（ポ） �1，456 �4，600 �6，056 

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

無
断
転
用
等
7
5
仰
．
を
確
認
　
今
後
是
正
指
導
へ

農
業
委
員
会
で
は
、
1
0
～
日
月
に

か
け
て
市
内
農
地
の
一
斉
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
無
断
転
用
や
遊
休
農

地
約
7
5
7
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
、
無
断
転
用
等
の
所
有
者
に

対
し
て
は
、
改
善
さ
れ
る
ま
で
是
正

指
導
を
継
続
し
て
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
農
地
パ
ト

ロ
ー
ル
は
、
市
内
を
旧
村

単
位
の
5
ブ
ロ
ッ
ク
に
区

分
し
、
そ
の
区
域
内
の
農

業
委
員
に
よ
る
パ
ド
ロ
ー

ル
班
を
編
成
。
1
0
月
2
0
日
に
西
地
区
、

2
1
日
に
南
地
区
、
2
6
日
に
水
本
地
区
、

日
月
9
日
に
豊
野
地
区
、
1
7
日
に
北
地

区
を
巡
回
し
ま
し
た
。

雑
草
繁
茂
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
は
、

病
害
虫
等
の
発
生
に
よ
り
、
近
隣
の
住

民
や
農
地
へ
も
影
響
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
、
改
善
さ
れ
る
ま
で
徹
底
し
た
指
導

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

毎
年
1
2
月
に
、
各
支
部
長
を
通

じ
て
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
し
た
　
「
農
業
委
員
会
要
員
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
　
の
提
出

に
つ
い
て
、
農
業
委
員
会
等
に
関

す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、
農
業

委
員
の
選
挙
制
度
が
廃
止
さ
れ
る

こ
と
か
ら
不
要
と
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

雑
草
が
繁
茂
し
て
い
た
生
産
緑
地
の

適
正
管
理
を
指
導

指
導
に
応
じ
除
草
を
行
う
　
（
左
）

雑
草
が
繁
茂
す
る
生
産
緑
地
　
（
右
）

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
で
発
見
し
た
生
産

緑
地
の
遊
休
農
地
化
に
つ
い
て
は
、
所

有
者
に
対
し
地
元
委
員
及
び
事
務
局
に

よ
る
電
話
連
絡
や
自
宅
訪
問
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
と
し
て
は
、

耕
作
の
継
続
を
指
導
す
る
こ
と
が
前
提

で
あ
り
つ
つ
も
、
所
有
者
の
高
齢
化
や
、

様
々
な
事
情
で
耕
作
で
き
な
い
場
合
に

は
、
近
隣
の
迷
惑
防
止
の
た
め
に
も
除

草
を
指
導
し
て
お
り
ま
す
。
所
有
者
の

方
は
、
自
分
で
除
草
で
き
な
い
場
合
で

も
、
家
族
に
お
願
い
す
る
な
ど
、
対
応

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Q
　
農
業
委
員
は
こ
れ
か
ら
ど
う

や
っ
て
還
ぶ
の
？

A
　
選
挙
で
は
な
く
、
市
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
任
命
す
る
任
命

制
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
現
在

の
農
業
委
員
の
任
期
は
平
成
2
9
年

7
月
1
9
日
ま
で
そ
の
ま
ま
で
す
。

Q
　
楠
欠
委
員
は
ど
う
や
っ
て
選

ぶ
の
？

A
　
補
欠
委
員
に
つ
い
て
は
、
平

成
2
7
年
1
月
1
日
時
点
の
選
挙
人

名
簿
か
ら
選
出
し
ま
す
。
新
た
に

名
簿
調
整
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
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（上）オクラの花

市長も見学に。今年は特別に大学生も参加。（上）

－3－

平
成
2
7
年
8
月
7
日
に
開
催
し
た
「
野
菜
の
見
本
市
㌔

市
内
で
飲
食
店
を
営
む
商
業
者
に
、
寝
屋
川
で
採
れ
た
新
鮮
で

お
い
し
い
野
菜
を
、
見
る
＆
試
食
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
地
場
産

野
菜
の
販
路
拡
大
を
図
る
ぺ
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
者
側
は

「
寝
屋
川
市
農
業
研
究
ク
ラ
ブ
」
が
た
く
さ
ん
の
野
菜
を
用
意
し
、

会
場
は
色
と
り
ど
り
の
野
菜
と
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

意
外
と
出
会
う
機
会
の
な
か
っ
た
農
業
者
と
商
業
者

近
年
の
健
康
志
向
ブ
ー
ム
か
ら

も
注
目
さ
れ
る
「
地
場
産
野
菜
」
。

自
分
の
店
で
も
使
い
た
い
け
ど
、

ど
こ
に
買
い
に
い
け
ば
よ
い
の

か
‥
・
。
そ
ん
な
商
業
者
の
方
に
、

ぜ
ひ
見
て
、
食
べ
て
ほ
し
い
と
、

「
寝
屋
川
市
農
業
研
究
ク
ラ
ブ
」

の
み
な
さ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
野

菜
を
持
っ
て
集
ま
り
ま
し
た
。
中

に
は
、
す
ぐ
に
傷
ん
で
し
ま
う
の

で
、
市
場
に
は
出
回
ら
な
い
　
「
オ

ク
ラ
の
花
」
　
の
試
食
も
。
農
家
さ

ん
の
い
つ
も
の
食
べ
方
　
「
花
び
ら

に
醤
油
と
わ
さ
び
を
つ
け
て
」
　
い

ざ
試
食
。
見
た
目
も
華
や
か
、
お

し
ゃ
れ
な
イ
タ
リ
ア
ン
に
ぴ
っ
た

り
、
と
い
う
こ
と
で
、
き
っ
そ
く

譲
っ
て
ほ
し
い
と
商
談
開
始
！
と

こ
ろ
が
、
鮮
度
が
一
日
も
持
た
な

い
の
で
お
店
で
出
す
に
は
難
し
い

と
、
農
家
側
か
ら
お
断
り
が
。
残

念
で
す
。

オ
ク
ラ
の
花
の
試
食
　
（
左
）

た
く
さ
ん
の
野
菜
で
華
や
か
な
会
場

朝
市
で
購
入
で
き
る
身
近
な
存
在

気
に
入
っ
た
野
菜
は
ど
こ
で
購
入
で

き
る
の
か
。
商
業
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
用
に
、
会
場
で
は
、
各
所
の
朝
市
情

報
や
、
野
菜
の
旬
な
ど
を
チ
ラ
シ
で
配

布
。
見
本
市
の
あ
と
は
、
商
業
者
か
ら

農
業
者
に
直
接
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た

ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

（
朝
市
情
報
は
、
寝
屋
川
市
産
業
振
興
室

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
）

l
　
轟
「

今
回
が
初
開
催
で
し
た
が
、
好
評
に

つ
き
、
来
年
度
も
実
施
す
る
予
定
で
す
。

来
年
度
は
、
よ
り
多
く
の
商
業
者
の

方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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第34■面寝崖川市農業まつり
時折小雨がちらつく天候にもかかわらず1万2千人が来場

第
3
4
回
寝
屋
川
市
農
業
ま
つ
り
が
、

日
月
1
5
日
（
日
）
　
に
打
上
川
治
水
緑
地

で
エ
コ
・
フ
ェ
ス
タ
と
同
時
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

前
日
に
降
っ
た
雨
で
足
元
も
悪
く
、

時
折
小
雨
が
ち
ら
つ
く
天
候
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
1
万
2
千
人
の
方
が
来
場
さ

れ
ま
し
た
。

今
年
も
米
粉
パ
ン
や
ボ
ン
菓
子
、
お

に
ぎ
り
、
も
ち
の
即
売
の
ほ
か
、
生
活

改
善
ク
ラ
ブ
連
合
会
に
よ
る
か
や
く
ご

飯
や
ぜ
ん
ざ
い
、
味
噌
等
の
加
工
品
販

売
や
農
業
研
究
ク
ラ
ブ
に
よ
る
地
場
産

野
菜
の
販
売
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
1
A
北
河
内
の
米
す
く
い
取

り
や
1
A
九
個
荘
の
た
ま
ご
・
果
物
販

売
、
北
部
共
済
の
模
擬
店
の
ほ
か
、
友

好
都
市
・
す
さ
み
町
の
特
産
物
や
寝
屋

川
菊
花
会
の
菊
、
郷
土
銘
菓
開
発
協
議

会
の
和
菓
子
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ン
テ
ス
ト
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し

た
福
神
漬
け
の
販
売
な
ど
、
今
年
も
盛

り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。

午
前
1
0
時
か
ら
は
、
日
月
5
日
に
開

催
さ
れ
た
　
「
農
産
物
品
評
会
」
　
の
各
入

賞
者
に
対
し
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
午
後

3
時
の
閉
会
ま
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
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本市で農地を取得する場合には、

現在耕作している農地（小作によ

り借り受けて耕作している農地を

含む）と新たに取得したい農地の

合算で、20昆‾（2，000「パ）に満た

なければ、農業委員会では耕作目

的での農地取得の許可をしていま

せん。

この20昆‾の下限面積が適正で

あるのか、8月に農政企画委員会

を開催して協議し、8月の農業委

員会総会において、現行どおりと

することを決定いたしました。

平
成
2
7
年
度
寝
屋
川
市
農
産
物
品
評
会
が
、
日
月
5
日
（
木
）
　
に
市
立

中
央
公
民
館
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）
　
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
8
8
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
大
阪
府
知
事
賞
に
中
村
治
彦
さ
ん
　
（
美
井
元
町
）
　
の
ダ

イ
コ
ン
、
寝
屋
川
市
長
賞
に
滝
本
拓
馬
さ
ん
（
上
神
H
一
丁
日
）
　
の
キ
ャ

ベ
ツ
が
選
ば
れ
る
な
ど
、
1
3
点
の
作
品
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
‥
大
阪
府
知
事
覚
［
ダ
イ
コ
ン
］

中
村
　
治
彦
（
美
井
元
町
）

・
‥
い
寝
屋
川
市
長
覚
［
キ
ャ
ベ
ツ
］

滝
本
　
拓
馬
（
上
神
田
t
丁
目
）

包
北
河
内
農
業
協
同
組
合
組
A
長
覚

［
林
］

堀
井
　
英
明
（
寝
屋
一
丁
目
）

℡
九
個
荘
農
業
協
同
組
合
粗
A
長
覚

［
ニ
ン
ジ
ン
］

中
東
　
廣
司
（
中
神
田
町
）

愈
大
阪
府
北
部
農
業
典
済
組
合

組
合
長
覚

［
サ
ツ
マ
イ
モ
］

辻
本
　
通
（
寝
屋
一
丁
目
）

曽
北
河
内
地
区
農
業
秦
具
合
連
合
会

全
長
費

［
ハ
ク
サ
イ
］

土
井
　
久
治
（
寝
屋
一
丁
目
）

な
北
河
内
地
区
農
業
研
究
ク
ラ
ブ

連
絡
協
親
各
会
長
貸

［
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
］

畠
中
　
貞
治
（
寝
屋
一
丁
目
）

℡
努
力
覚
　
［
し
ょ
う
が
］

倉
内
　
勇
（
高
宮
一
丁
目
）

℡
努
力
糞
　
［
落
花
生

井
上
　
宗
一
（
打
上
元
町
）

℡
努
力
黄
　
妄
束
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
］

倉
内
　
喜
由
（
高
宮
一
丁
目
）

《敬称略》

ご
出
品
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
方
に

は
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

禁
産
屋
川
市
農
業
黍
具
合
会
長
賞

［
サ
ト
イ
モ
一

小
野
　
信
次
（
木
屋
町
）

励
東
屋
川
市
議
会
議
長
紫

［
キ
ウ
イ
］灘

口
　
溝
（
河
北
中
町
）

鹿
寝
屋
川
市
農
政
推
進
協
読
会
会
長
恵

［
玄
米
　
（
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
）
］

奥
野
　
清
一
（
田
井
町
）
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◆　　　　　　　専門家による説明（上）

講演会の様子（上）

寝屋川市農地の賃借料情報（10aあたり）

農地法第52条の規定に基づき賃貸借された実

勢の賃借料を集計（平成26年1月から12月まで
の締結）しましたので情報提供します。賃借料を

決定する際の参考として御活用ください。

なお、この「賃借料情報」は，実勢の集計値で
あり、拘束力はありませんので、実際の契約の際
には、貸し手と借り手の両者でよく協議したうえ

で締結してください。

地域 �平均額 �最高額 �最低額 �データ数 

市内 全域 �22，017円 �35，361円 �10，588円 �29筆 

◆

－6－

第
3
5
回
北
河
内
地
区
都
市
農
業
啓
発
事
業
（
北
河
内
地

区
農
業
委
員
会
連
合
会
と
大
阪
府
農
業
会
議
の
共
催
）
　
が

8
月
4
日
　
（
火
）
　
に
交
野
市
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
北
河

内
地
区
の
消
費
者
と
農
業
者
が
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
「
府
内
ぶ
ど
う
生
産
状
況
と
交
野
市
の
ぶ
ど

う
に
つ
い
て
」
　
の
講
演
が
行
わ
れ
た
は
か
、
神
宮
寺
地
区

で
ぶ
ど
う
農
園
を
視
廃
し
ま
し
た
。

デ
ラ
ウ
エ
ア
が
た
く
さ
ん
実
る

農
園
を
見
学

ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
紙
を
被
せ
ら
れ
た
デ

ラ
ウ
エ
ア
。
農
園
内
に
は
甘
い
匂
い
が
漂
い
ま

す
。
ぶ
ど
う
棚
の
高
さ
は
、
作
業
し
や
す
い
よ

う
に
農
家
さ
ん
の
身
長
に
あ
わ
せ
て
造
ら
れ
て

い
る
そ
う
。
今
回
見
学
し
た
農
園
は
少
し
低
め

大
阪
府
の
ぶ
ど
う
の
収
穫
量
は

全
国
第
7
位

寝
屋
川
で
は
あ
ま
り
栽
培
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
実
は
大
阪
府
の
ぶ
で
ぅ
の

収
穫
n
出
は
全
国
7
位
。
栽
培
面
椚
（
デ

ラ
ウ
エ
ア
）
　
は
全
国
第
3
位
と
、
ぶ
ど

う
生
産
が
盛
ん
で
す
。
ぶ
ど
う
生
産
面

根
は
羽
曳
野
市
、
柏
原
市
な
ど
が
多
く
、

交
野
市
は
府
内
で
5
番
目
。
講
演
会
で

は
、
大
阪
府
職
員
の
山
口
英
夫
氏
に
よ

る
、
ぶ
ど
う
の
栽
培
方
法
や
、
鳥
獣
か

ら
ぶ
ど
う
を
守
る
ユ
ニ
ー
ク
な
対
策
な

ど
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た
楽
し
い
説
明

が
あ
り
、
会
場
内
に
は
大
き
な
笑
い
が

起
こ
り
つ
つ
も
、
め
ず
ら
し
い
栽
培
方

法
に
、
み
な
さ
ん
熱
心
に
聞
き
入
っ
て

い
ま
し
た
。

で
、
み
な
さ
ん
腰

を
か
が
め
、
汗
を

拭
き
な
が
ら
、
専

門
家
の
説
明
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し

た。
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摂南大学の大学生が受賞（上）

農業まつりでの販売（上）

完成品の醤油味（下）

市長への表敬訪問（上）

平
成
2
6
年
度
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
で
初

代
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た
r
福
神
漬
け
㌔
寝
屋
川
産
の

野
菜
を
使
用
し
、
お
い
し
く
仕
上
が
り
ま
し
た
。

鼻
糞
蒙
つ
り
で
も
好
欝
で
約
さ
0
0
鶴
舞
亮

日
月
1
5
日
　
（
日
）
　
に
開
催
さ
れ
た
農
業
ま
つ
り
で
完
成
品
を
販
売
。

会
場
で
は
、
事
前
に
新
聞
な
ど
で
販
売
情
報
を
知
っ
た
市
民
が
買
い
求
め

平
成
2
6
年
度
よ
り
始

ま
っ
た
　
「
ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ

ガ
ワ
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
」
　
は
、

市
内
の
産
業
振
興
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
「
工
業
」
「
商
業
」
「
農

業
」
　
「
協
働
」
　
の
4
部

門
に
対
す
る
学
生
の
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
募
集

し
、
各
部
門
の
部
門
賞

と
、
さ
ら
に
そ
の
中
か

ら
グ
ラ
ン
プ
リ
を
発
表

し
て
い
ま
す
。

る
姿
も
。
1
袋
1
3
0
グ
ラ
ム
入
り

約
3
0
0
袋
が
完
売
し
ま
し
た
。

2
0
0
円
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
が
、

『
カ
レ
ー
に
乗
せ
で
賠
い
け
な
い
」
　
理
由

今
回
、
農
業
部
門
の
部
門
賞
と
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲
得
し
た

「
福
神
漬
け
」
。
「
カ
レ
ー
に
の
せ
て
は
い
け
な
い
」
　
そ
の

理
由
は
、
カ
レ
ー
の
お
供
と
し
て
有
名
な
福
神
漬
け
を
、
食

卓
の
主
役
を
張
れ
る
ほ
ど
お
い
し
く
仕
上
げ
る
！
と
い
う
意

気
込
み
か
ら
。
揖
屋
川
市
の
郷
土
料
理
を
伝
承
し
っ
づ
け
る

「
寝
屋
川
市
生
活
改
善
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
　
の
秘
伝
レ
シ
ピ
を

参
考
に
、
寝
屋
川
産
の
新
鮮
で
お
い
し
い
野
菜
を
使
用
す
る

こ
と
で
寝
屋
川
市
の
特
産
品
に
し
た
い
、
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
た
こ
の
福
神
漬
け
。
大
学
生
の
熱
い
想
い
に
感
銘
を

受
け
た
市
内
食
品
加
工
会
社
と
農
家
の
協
力
、
市
の
サ
ポ
ー

ト
を
得
て
、
約
1
年
か
け
、
つ
い
に
完
成
し
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ

り
完
成
し
た
今
回
の
福
神
漬
け
。

「
産
・
学
・
公
」
　
が
一
体
と
な
っ
て

取
り
組
み
、
商
品
と
し
て
も
大
変
良

い
も
の
が
で
き
た
と
関
係
者
は
口
を

揃
え
ま
す
。
寝
屋
川
産
の
野
菜
を
使

用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
に
旬
の

野
菜
が
手
に
入
る
ま
で
、
生
産
は

い
っ
た
ん
ス
ト
ッ
プ
。
今
後
の
詳
し

い
販
売
情
報
は
未
定
で
す
が
、
近
く

の
ス
ー
パ
ー
で
見
か
け
た
際
に
は
、

ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
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‰＿訪問記

J　　　　　　第12回

高倉まつりで野菜を販売する

谷田博延さん（67）

毎日過ごす農小屋には、自作の農業マニュアルが

お客さんとの掛け合いも楽しみのひとつ

第
1
2
回
目
の
「
元
気
フ
ァ
ー
マ
1
訪
問
配
」
は
、
増
田

博
延
さ
ん
（
高
倉
支
部
）
を
訪
問
し
l
ま
し
た
。

谷
田
さ
ん
は
、
朝
市
へ
の
出
荷
な
ど
、
地
場
産
農
産
物

の
販
売
を
精
力
的
に
行
う
ほ
か
、
よ
り
よ
い
農
産
物
を
作

る
た
め
の
労
を
惜
し
ま
ず
、
日
々
r
学
び
」
を
続
け
る
、

元
気
フ
ァ
ー
マ
ー
で
す
。

一
Ⅷ

た
か
が
1
0
0
円
、
さ
れ
ど
1
0
0
円

退
職
し
て
す
ぐ
に
、
友
人
か
ら
、
「
朝

市
に
出
荷
し
て
ほ
し
い
」
と
依
頼
が
。

熱
心
に
頼
ま
れ
た
の
で
、
最
初
は
半
分

義
理
の
つ
も
り
で
出
荷
し
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
自
分
が
出
荷
し
た
も
の
が
、

ど
ん
ど
ん
売
れ
て
い
く
。
一
つ
売
れ
て

も
1
0
0
円
。
た
か
が
1
0
0
円
、
さ

れ
ど
1
0
0
円
。
こ
の
時
、
谷
田
さ
ん

は
自
分
の
作
っ
た
も
の
が
売
れ
る
こ

と
、
誰
か
に
喜
ば
れ
、
認
め
ら
れ
る
こ

と
の
喜
び
や
楽
し
さ
を
、
心
か
ら
感
じ

た
そ
う
で
す
。

谷
田
さ
ん
は
寝
屋
川
市
役
所
で
要
職

を
務
め
ら
れ
た
の
ち
、
定
年
を
機
に
、

農
業
に
本
格
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
普
段
は
大
き
な
バ
イ
ク
で

伊
勢
ま
で
行
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
行
動

派
で
、
一
度
決
め
た
こ
と
は
と
こ
と
ん

や
っ
て
し
ま
う
性
格
。

そ
ん
な
谷
田
さ
ん
は
、
農
業
に
対
し

て
も
熱
い
想
い
を
持
ち
、
農
業
の
プ
ロ

と
し
て
、
も
っ
と
良
い
も
の
を
作
り
た

い
と
、
一
念
発
起
。
「
な
ん
と
な
く
、
経

験
値
で
作
る
」
　
で
は
な
く
、
「
根
拠
を

も
っ
て
、
よ
り
良
い
農
産
物
を
作
る
」
。

こ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
深
く
学
ぶ

必
要
が
あ
る
と
、
農
協
の
ア
グ
リ
ス

ク
ー
ル
に
適
う
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ス
ク
ー
ル
で
は
土
づ
く
り
な
ど
様
々
な

講
義
を
受
け
ま
し
た
が
、
谷
田
さ
ん
の
、

「
も
っ
と
学
び
た
い
」
　
と
い
う
気
持
ち

は
よ
り
大
き
く
な
り
、
市
の
農
業
講
演

会
を
は
じ
め
、
学
び
の
機
会
が
あ
れ
ば

楷
極
的
に
参
加
。
「
分
か
ら
な
け
れ
ば

分
か
る
ま
で
聞
く
」
。
若
く
し
て
父
を

亡
く
し
、
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

農
業
を
継
承
し
た
谷
田
さ
ん
の
、
昔
か

ら
変
わ
ら
な
い
ス
タ
イ
ル
で
す
。

お
い
し
く
て
安
全
な
も
の
を

せ
っ
か
く
作
る
の
だ
か
ら
、
お
い
し

く
て
安
全
な
も
の
を
。
朝
市
に
出
荷
さ

れ
て
か
ら
、
よ
り
そ
の
想
い
が
強
く
な

り
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
な
る
べ
く
使

用
し
な
い
　
「
エ
コ
農
産
物
」
　
の
栽
培
に

注
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
薬
に
頼
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
分
、
虫
と
の

闘
い
や
手
間
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
。

そ
れ
で
も
、
労
を
惜
し
ま
ず
、
日
々
農

業
に
い
そ
し
む
姿
は
、
ま
さ
に
　
「
元
気

フ
ァ
ー
マ
ー
」
。
出
来
高
を
増
や
す
た

め
の
研
究
や
作
っ
た
こ
と
の
な
い
品
目

の
栽
培
な
ど
、
谷
田
さ
ん
の
や
り
た
い

こ
と
は
尽
き
ま
せ
ん
。


